
測定観測のデｰタは地震予如にも有効なものであろう

し大陸海洋のもつ諸問題の解決にも貢献することであ

ろう.一方日本の試錐掘さく技術の点で日本の複

雑な地質条件を克服してオｰルコアリングでしかもひ

じょうに硬い岩石を掘さくすることが可能であるという

見通しがえられている.しかしなカミら深層試錐は経

費の面でがたり多額の費用が必要とされる.したがっ

て現在のところ世界でも着手している国々はすくない.

けれどもその困難をのりこえて深層試錐を実施するこ

とにより島弧下の地殻を明らかにし地質学的地球物

理学的地球化学的なデｰタを入手することは世界のU

MP深層試錐計画のなかでアメリカのモホｰノレ計画に

ついで注目をひくことになるであろう.とくに地震国

日本にとっては地震予知に関する重要な基礎資料が得

られる点でも意義が大きい.

(筆者らは物理探査部･地質部)
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地学と切手
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1鰐･蝋饗､､畜三､蟹饗睡幽塑

ます地域内には多くの温泉がありますカミ国民温泉の酸

が湯大町桂月の愛した蔦温泉などは有名です面積60

km2湖周462kmの十和囲湖は

群内を流下して東方へ脱出する途中の渓流か造り出した自

然美で周囲の植物群ととけあってすばらしい景観です

いずれにしても十和囲地区の景観は秋の紅葉の季節が最高

です

十和田･八幡平国立公園

堀内恵彦

代表的なカルデラ湖である十末口田湖とその湖から流れる

奥入瀬の渓流の景観に雄大な八甲困火山群を含む十和田地

区と火山I階高原地帯として有名な八幡平地区の2地区からな

っており前者は昭和1年2月1目に公園指定を受け面積

428.62km2後者は昭和31年7月10目に追加編入され面積

404.89k皿2合計833,511･㎜2雅公園地域で青森･秋田･

岩手の三県にまたがっています

十和田地区･･北部一帯に広がる八甲田山は最高峰を酸湯

大岳とする北八甲田と櫛ガ峰のある商八甲固とにわかれ

登山･スキｰの適地でその北酉菅野高原は雄大なスロｰ

プで明治35年に起きた弘前連隊の雪中遭難の地でもあり

八幡平地区･･八幡平･岩手山･乳頭山の三地区にわけられ

ここの特色は各種火山の形態が集まって大火山群を形成

していることで原始生が保たれていることです地区の北

部一帯に広がる高原の総称で湿原にはミズバショウ･ワタス

ゲなどが美しく後生掛温泉付近は簡単にいろいろの火山

活動現象を楽しめるところです玉川温泉は火口跡の看

原の各所から98℃の湯が流出し一大音響とともに5mも噴出

するのもみられます湯瀬洗粉はこの温泉の湯の華で河床

に沈澱する北投石はラジウム石として有名ですつづく

南に岩手富士といわれる岩手山乳頭山があり温泉郷として

も有名で岩手山の溶岩流焼走りは天然記念物となってお

ります切手は第一回が昭和26年6月20目に2円8円

14円24円の四種で第二回は本牢9月16目に7円15円の

二種が発行されました

(筆者は元所員男科学技術情毅センタｰ)�


